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平成１９年３月期 第３四半期財務・業績の概況（連結） 
平成１９年１月１６日 

上 場会社名 小松ウオール工業株式会社 上場取引所    東・大 

コ ード番号 ７９４９ 本社所在都道府県 石川県 

（ＵＲＬ http://www.komatsuwall.co.jp/）  

代 表 者 役職名 代表取締役社長  氏名 加 納   裕 

問合せ先責任者 役職名 取締役経理部長  氏名 鈴 木 裕 文 ＴＥＬ：（０７６１）２１－３１３１ 
 
１．四半期業績の概況の作成等に係る事項 

① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ： 無 

② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 

③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ： 有 連結（除外）２社 

小松ウォール北海道販売株式会社は解散、小松ウオール長野販売株式会社は当社と合併、消滅
したため連結範囲から除外しております。 

 
２．平成１９年３月期第３四半期財務・業績の概況（平成１８年４月１日 ～ 平成１８年１２月３１日） 

(1)経営成績（連結）の進捗状況                       （百万円未満切捨） 

 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      
四半期（当期） 
純  利  益 

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％

１９年３月期第３四半期 １７，０６５(△0.8) ８５９(△32.0) ９８５(△26.4) ５６５( 22.5)

１８年３月期第３四半期 １７，２０４( 2.8) １，２６４(△18.3) １，３３８(△14.2) ４６１(△47.1)

(参考)１８年３月期 ２５，９１４ ２，２１９ ２，３００ １，０１９ 

 

 
１株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後          
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円    銭 円    銭

１９年３月期第３四半期 ５３ ４３ ５３ ３０

１８年３月期第３四半期 ４３ ７４ ４３ ３６

(参考)１８年３月期 ９０ ４０ ８９ ７６

（注）売上高、営業利益、経常利益、四半期（当期）純利益におけるパーセント表示は、対前年同四半期比
増減率を示しております。 

 

[経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等] 

当第３四半期の国内経済は、１２月の月例経済報告では「消費に弱さがみられるものの、回復してい

る」とされ、今回の景気回復局面は戦後最長を更新し、企業部門を中心に景気回復が続いているものと

考えられます。 

間仕切業界におきましては、公共投資の減少や原材料価格の高止まり、販売価格競争等がありますが、

国内企業業績の改善や民間設備投資の増加を受けて、民間需要を中心とした事務所・オフィスビル、工

場・生産施設向け等に間仕切需要の増加が見られました。 

このような情勢のなかで、当社グループは積極的なコスト削減と「設計指定活動」を営業活動の中心

に据えるとともに、「新規開拓専任者」による新規優良顧客の開拓を積極的に推進し、受注獲得に取組

んでまいりました結果、受注高は前年同期比４．９％、受注残高も９．０％増加しましたが、工事完工

時期が固定間仕切を中心として第４四半期に集中しているため、売上高は当第３四半期累計では前年同

期並みとなりました。 

品目別では、主力品目である可動間仕切は、旺盛な民間設備投資により事務所・オフィスビル向け、

工場・生産施設向けが増加し、前年同期比５．７％増加しました。移動間仕切については、大型移動壁

に回復の兆しがみられ、１．１％増加しました。近年伸長の著しい固定間仕切は、病院、老人介護施設

等の福祉・厚生施設向けを中心に高水準で納入されておりますが、完工時期が第４四半期に集中してい

るため売上高は７．２％減少しました。トイレブースについては、事務所・オフィスビル向け、福祉・

厚生施設向け等、全体的に伸びて２．７％増加、ロー間仕切は１４．６％減少しました。 

利益面につきましては、第三工場３号棟増築に伴う固定費の増加や原材料値上げの影響もあり、コス
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ト削減に努めましたが、売上総利益率は前年同期比１．０ポイント低下、販売費及び一般管理費につい

ても抑制に努めましたが、人員増による人件費増等により増加し、営業利益、経常利益それぞれ減少し

ました。 

これらの結果、当第３四半期累計では、売上高１７０億６５百万円（前年同期比０．８％減）、営業

利益８億５９百万円（同３２．０％減）、経常利益９億８５百万円（同２６．４％減）となりましたが、

当四半期純利益は前年度計上の減損損失４億９０百万円が一巡したこともあり、５億６５百万円（同 

２２．５％増）の大幅増益となりました。 

 (2)財政状態（連結）の変動状況                         （百万円未満切捨） 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 
１株当たり 
純 資 産 

 百万円 百万円 ％ 円    銭

１９年３月期第３四半期 ２８，２１３ ２３，５３４ ８３．４ ２，２２４ ６５

１８年３月期第３四半期 ２７，１０７ ２２，８６３ ８４．３ ２，１６８ ２３

(参考)１８年３月期 ２７，７３３ ２３，４５６ ８４．６ ２，２１３ ０４

 

【連結キャッシュ・フローの状況】                     （百万円未満切捨） 

 
営 業 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

財 務 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物
期 末 残 高          

 百万円 百万円 百万円 百万円

１９年３月期第３四半期 １，５７３ △ ３，５０２ △ ３６４ ３，２３７

１８年３月期第３四半期 １，１２８ △ ９５３ △ ５７６ ５，３２７

(参考)１８年３月期 １，４２３ △ １，０７５ △ ５４５ ５，５３１

 

[財政成績（連結）の変動状況に関する定性的情報等] 

当第３四半期末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は３２億３７百万円となり、前

連結会計年度末より２２億９３百万円減少いたしました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因

は次のとおりであります。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、１５億７３百万円増加しました。これは税金等調整前四半期

純利益１０億４６百万円、減価償却費３億７３百万円、売上債権の減少額１６億４３百万円、前受金の

増加額８億６４百万円、退職給付引当金の増加額１億１９百万円等による増加と棚卸資産の増加額  

１８億４６百万円、仕入債務の減少額１億６９百万円、法人税等の支払額４億２２百万円等の減少によ

るものであります。投資活動によるキャッシュ・フローは、定期預金の預入による支出３３億円のほか、

有形、無形の固定資産の取得等により３５億２百万円減少しました。財務活動によるキャッシュ・フロ

ーは、配当金の支払額３億７５百万円の支出による減少および自己株式の売却による収入等で３億６４

百万円減少しました。 
 

(3) 経営成績（個別）の進捗状況                       （百万円未満切捨） 
 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      四半期(当期)純利益

 百万円   ％ 百万円    ％ 百万円     ％ 百万円     ％

１９年３月期第３四半期 １６，８９６(1.3) ６３０(△31.1) ８７９(△20.7) ８５１(132.3)

１８年３月期第３四半期 １６，６７２(4.3) ９１４(△28.8) １，１０８(△20.4) ３６６(△55.1)

(参考)１８年３月期 ２５，１６０ １，７４５ １，９４７ ８４７ 

 

 
１株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後          
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円    銭 円    銭

１９年３月期第３四半期 ８０ ４９ ８０ ３１

１８年３月期第３四半期 ３４ ７４ ３４ ４４

(参考)１８年３月期 ７４ ８８ ７４ ３５

（注）売上高、営業利益、経常利益、四半期（当期）純利益におけるパーセント表示は、対前年同四半期比
増減率を示しております。 
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(4) 財政状態（個別）の変動状況                       （百万円未満切捨） 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 
１株当たり 
純 資 産 

 百万円 百万円 ％ 円    銭

１９年３月期第３四半期 ２６，６１７ ２２，０７７ ８２．９ ２，０８６ ８７

１８年３月期第３四半期 ２５，１５９ ２１，１８５ ８４．２ ２，００９ ０９

(参考)１８年３月期 ２５，６５７ ２１，７０１ ８４．６ ２，０４７ ７６

 
【参考】 
平成１９年３月期の連結業績予想（平成１８年４月１日 ～ 平成１９年３月３１日） 

（百万円未満切捨） 

 予 想 売 上 高        予想経常利益        予想当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 

通       期 ２７，７００ ２，３７０ １，３６３ 

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期） １２８円８４銭 

※ 上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は、
今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 
平成１９年３月期の個別業績予想（平成１８年４月１日 ～ 平成１９年３月３１日） 

（百万円未満切捨） 

１株当たり年間予想配当金 
 予 想 売 上 高        予想経常利益       予想当期純利益

期 末  

 百万円 百万円 百万円 円    銭 円   銭 

通   期 ２７，５００ ２，２００ １，６１０ １８ ００ ３６ ００ 

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期） １５２円１９銭 

※ 上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は、
今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 
 

[業績予想に関する定性的情報等] 

今後の国内経済につきましては、企業部門の好調さが家計部門に波及し、国内民間需要に支えられた景

気回復が見込まれる一方、原油価格の動向が内外経済に与える影響を充分注視していく必要があるものと

思われます。間仕切業界におきましても、民間設備投資回復から事務所・オフィス向け需要、工場・生産

施設向け需要、福祉・厚生施設関連は引続き堅調に推移すると考えられるものの、販売価格競争等注視す

べき状況が依然として続くと考えられます。 

このような状況下、通期の業績予想につきましては、第３四半期までの実績と第４四半期に納入物件が

集中している受注残高の消化状況から、中間期に見直した予想どおりとし、連結売上高は前期比６．９％

増の２７７億円、連結経常利益は前期比３．０％増の２３億７０百万円と増収増益を見込み、連結当期純

利益については前期発生の減損損失４億９０百万円が一巡したため、前期比３３．８％増の１３億６３百

万円を見込んでおります。 
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四 半 期 連 結 貸 借 対 照 表 

 

（百万円未満切捨） 

前 第 ３ 四 半 期 当 第 ３ 四 半 期 前 連 結 会 計 年 度 

（平成１７年１２月３１日現在）（平成１８年１２月３１日現在） （平成１８年３月３１日現在）
期 別 

 

科 目 金   額 構成比 金   額 構成比 金   額 構成比 

（ 資 産 の 部 ） 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

Ⅰ 流 動 資 産   

１． 現 金 及 び 預 金 ５，３２７ ６，５３７ ５，５３１

２． 受取手形及び売掛金 ６，１６１ ６，３５２ ７，９８５

３． 棚 卸 資 産 ３，７２８ ４，３８１ ２，５３４

４． そ の 他 ４８１ ２７０ ４６２

貸 倒 引 当 金 △ ４１ △ ２３ △ ２９

 流 動 資 産 合 計 １５，６５６ ５７．８ １７，５１９ ６２．１ １６，４８４ ５９．４

Ⅱ 固 定 資 産    

１． 有 形 固 定 資 産    

（１）建物及び構築物 ５，０９１ ５，１５２ ５，１４６

（２）機械装置及び運搬具 ２，６６２ ２，７１２ ２，６５８

（３）土 地 ２，９１９ ２，９８０ ２，９１９

（４）そ の 他 ９１９ ８５０ ８２２

 減価償却累計額 △ ４，９２９ △ ５，２２４ △ ４，９５０

 有形固定資産合計 ６，６６２ ２４．６ ６，４７１ ２２．９ ６，５９６ ２３．８

２． 無 形 固 定 資 産 ３１１ １．１ ２９８ １．１ ３２６ １．２

３． 投資その他の資産  

（１）投 資 有 価 証 券 ７４９ ６４２ ７６３

（２）保 険 積 立 金 ３，０８０ ２，８０８ ３，１２９

（３）そ の 他 ８６９ ５４３ ５１１

貸 倒 引 当 金 △ ２２３ △ ７０ △ ７８

 投資その他の資産合計 ４，４７５ １６．５ ３，９２４ １３．９ ４，３２５ １５．６

 固 定 資 産 合 計 １１，４５０ ４２．２ １０，６９４ ３７．９ １１，２４８ ４０．６

 資 産 合 計 ２７，１０７ １００．０ ２８，２１３ １００．０ ２７，７３３ １００．０
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（百万円未満切捨） 

前 第 ３ 四 半 期 当 第 ３ 四 半 期 前 連 結 会 計 年 度 

（平成１７年１２月３１日現在）（平成１８年１２月３１日現在）（平成１８年３月３１日現在）
期 別 

 

科 目 金   額 構成比 金   額 構成比 金   額 構成比 

（ 負 債 の 部 ） 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

Ⅰ 流 動 負 債     

１． 買 掛 金 １，３２０ １，５１４  １，６８４

２． 未 払 金 ６２９ ５９７  ５８１

３． 未 払 法 人 税 等 ２２ ７  １１８

４． 前 受 金 １，１５０ １，２７９  ４１５

５． 賞 与 引 当 金 ３２３ ３４２  ６９０

６． そ の 他 １９４ ２０１  １６５

 流 動 負 債 合 計 ３，６４１ １３．５ ３９４２ １４．０ ３，６５６ １３．２

Ⅱ 固 定 負 債     

１． 退 職 給 付 引 当 金 ５９６ ７３４  ６１５

２． そ の 他 ５ ２  ５

 固 定 負 債 合 計 ６０２ ２．２ ７３６ ２．６ ６２０ ２．２

 負 債 合 計 ４，２４３ １５．７ ４，６７８ １６．６ ４，２７６ １５．４

( 純 資 産 の 部 )   

Ⅰ 株 主 資 本   

１． 資 本 金 － － ３，０９９ １１．０ － －

２． 資 本 剰 余 金 － － ３，０２８ １０．７ － －

３． 利 益 剰 余 金 － － １７，７７９ ６３．０ － －

４． 自 己 株 式 － － △ ４９０ △ １．７ － －

 株 主 資 本 合 計 － － ２３，４１７ ８３．０ － －

Ⅱ 評価・換算差額等   

１． その他有価証券評価差額金 － － １１７ ０．４ － －

 評価・換算差額等合計 － － １１７ ０．４ － －

 純 資 産 合 計 － － ２３，５３４ ８３．４ － －

 負 債 、 純 資 産 合 計 － － ２８，２１３ １００．０ － －
      

 

 

（ 資 本 の 部 ）    

Ⅰ 資  本  金 ３，０９９ １１．４ － － ３，０９９ １１．２

Ⅱ 資 本 剰 余 金 ３，０１８ １１．１ － － ３，０３１ １０．９

Ⅲ 利 益 剰 余 金 １７，１１７ ６３．２ － － １７，６５４ ６３．７

Ⅳ その他有価証券評価差額金 １６９ ０．６ － － １７４ ０．６

Ⅴ 自 己 株 式 △ ５４２ △ ２．０ － － △ ５０４ △ １．８

 資 本 合 計 ２２，８６３ ８４．３ － － ２３，４５６ ８４．６

 負債及び資本合計 ２７，１０７ １００．０ － － ２７，７３３ １００．０
    

 



－６－ 

四 半 期 連 結 損 益 計 算 書 

（百万円未満切捨） 

前 第 ３ 四 半 期 当 第 ３ 四 半 期 前 連 結 会 計 年 度

自平成 17 年 4 月  1 日 

至平成 17 年 12 月 31 日 

自平成 18 年 4 月  1 日 

至平成 18 年 12 月 31 日 

自平成 17 年 4 月 1 日 

至平成 18 年 3 月 31 日 

期  別

科  目 金  額 百分比 金  額 百分比 金  額 百分比 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

Ⅰ 売 上 高 １７，２０４ １００．０ １７，０６５ １００．０ ２５，９１４ １００．０

Ⅱ 売 上 原 価 １１，５８９ ６７．４ １１，６６８ ６８．４ １７，７４４ ６８．５

 売 上 総 利 益 ５，６１４ ３２．６ ５，３９６ ３１．６ ８，１７０ ３１．５

Ⅲ 販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 ４，３４９ ２５．２ ４，５３６ ２６．６ ５，９５０ ２２．９

 営 業 利 益 １，２６４ ７．４ ８５９ ５．０ ２，２１９ ８．６

Ⅳ 営 業 外 収 益 ９５ ０．５ １３７ ０．８ １００ ０．４

１． 受 取 利 息 ０ ０  ０

２． 受 取 配 当 金 ５ ７  ６

３． 受 取 保 険 金 ７１ １１８  ７３

４． 受 取 家 賃 １ １  ２

５． 受 取 手 数 料 ４ ４  ５

６． そ の 他 １２ ５  １２

Ⅴ 営 業 外 費 用 ２１ ０．１ １１ ０．１ １９ ０．１

１． 投資事業組合出資損失 － －  ２

２． 売 上 割 引 ７ １１  １０

３． 持分法による投資損失 １３ －  ５

４． そ の 他 － ０  ０

 経 常 利 益 １，３３８ ７．８ ９８５ ５．７ ２，３００ ８．９

Ⅵ 特 別 利 益 ３ ０．０ ６２ ０．４ ３３ ０．１

１． 投資有価証券売却益 － －  ０

２． 貸倒引当金戻入益 － －  ２８

３． ゴルフ会員権売却益 ３ －  ３

４． 補 助 金 収 入 － ６２  －

Ⅶ 特 別 損 失 ４９５ ２．９ １ ０．０ ５００ １．９

１． 固 定 資 産 売 却 損 ０ －  ０

２． 固 定 資 産 除 却 損 ４ １  １０

３． 減 損 損 失 ４９０ －  ４９０

 税金等調整前四半期(当期)純利益 ８４７ ４．９ １，０４６ ６．１ １，８３３ ７．１

 法人税､住民税及び事業税 ３６６ ２．１ ３２６ １．９ ７６９ ３．０

 法 人 税 等 調 整 額 １９ ０．１ １５５ ０．９ ４４ ０．２

 四半期（当期）純利益 ４６１ ２．７ ５６５ ３．３ １，０１９ ３．９
        

 



－７－ 

四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
 

（百万円未満切捨） 

前 第 ３ 四 半 期 当 第 ３ 四 半 期 前連結会計年度 期    別 

項    目 
自平成１７年 ４月 １日 

至平成１７年 12 月 31 日 

自平成１８年 ４月 １日 

至平成１８年 12 月 31 日 
自平成１７年４月 １日 

至平成１８年３月 31 日 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期（当期）純利益 ８４７ １，０４６ １，８３３ 

減価償却費 ３５１ ３７３ ４９１ 

貸倒引当金の増減額（△：減少） △ ３１ △ １４ △ １８９ 

受取利息及び配当金 △ ６ △ ７ △ ６ 

減損損失 ４９０ － ４９０ 

売上債権の増減額（△：増加） １，６５６ １，６４３ △ １４ 

棚卸資産の増減額（△：増加） △ ７３３ △ １，８４６ ４６０ 

仕入債務の増減額（△：減少） △ ３３６ △ １６９ ２６ 

未払金の増減額（△：減少） ６４ ２３ ５３ 

前受金の増減額（△：減少） ３２０ ８６４ △ ４１４ 

退職給付引当金の増減額（△：減少） ８４ １１９ １０３ 

役員賞与の支払額 △ ７４ △ ６５ △ ７４ 

その他（純額） △ ５３５ ２１ △ ４４ 

小  計 ２，０９８ １，９８８ ２，７１３ 

利息及び配当金の受取額 ６ ７ ６ 

法人税等の支払額 △ ９７５ △ ４２２ △ １，２９７ 

営業活動によるキャッシュ・フロー １，１２８ １，５７３ 1，４２３ 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 － △ ３，３００ － 

有形固定資産の取得による支出 △ ９０１ △ １７６ △ ９９２ 

有形固定資産の売却による収入 ０ － ０ 

無形固定資産の取得による支出 △ ４９ △ ５０ △ ８９ 

投資有価証券の取得による支出 △ ２０ △ ２０ △ ２０ 

投資有価証券の売却による収入 ３ ４６ ２ 

その他（純額） １４ △ ０ ２２ 

投資活動によるキャッシュ・フロー △ ９５３ △ ３，５０２ △ １，０７５ 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー    

自己株式の取得による支出 △ ４９０ △ ０ △ ４９１ 

自己株式の売却による収入 ２７２ １１ ３０３ 

配当金の支払額 △ ３５８ △ ３７５ △ ３５７ 

財務活動によるキャッシュ・フロー △ ５７６ △ ３６４ △ ５４５ 

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 － － － 

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額 △ ４０１ △ ２，２９３ △ １９７ 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 ５，７２８ ５，５３１ ５，７２８ 

Ⅶ 現金及び現金同等物の四半期末(期末)残高 ５，３２７ ３，２３７ ５，５３１ 



－８－ 

品 目 別 売 上 高 明 細 書              

 

（百万円未満切捨） 

当 第 ３ 四 半 期 

自平成１８年  ４月  １日 

至平成１８年１２月３１日 

   期 別 

 

 

  品 目 金  額 前 年 同 期 比 

 百万円 ％ 

可 動 間 仕 切 ６，１５７ １０５．７ 

固 定 間 仕 切 ４，３６１ ９２．８ 

ト イ レ ブ ー ス ２，８９２ １０２．７ 

移 動 間 仕 切 ２，０５８ １０１．１ 

ロ ー 間 仕 切 ７７０ ８５．４ 

そ の 他 ８２４ ８９．１ 

合 計 １７，０６５ ９９．２ 

 

 

 

品目別受注高および受注残高                
 

（百万円未満切捨） 

当 第 ３ 四 半 期 

 自平成１８年  ４月  １日 

 至平成１８年１２月３１日 

受 注 高 受 注 残 高 

   期 別 

 

 

  品 目 
金  額 前年同期比 金  額 前 年 同 期 比 

 百万円 ％ 百万円 ％ 

可 動 間 仕 切 ６，５４３ １０４．２ ２，４４６ １０５．４ 

固 定 間 仕 切 ５，７６６ １０７．６ ５，８０２ １１２．５ 

ト イ レ ブ ー ス ３，５１８ １０５．４ １，９０５ １０１．５ 

移 動 間 仕 切 ２，６０６ １０９．５ １，９２６ １０８．４ 

ロ ー 間 仕 切 ７７２ ８９．１ ８７ ８４．３ 

そ の 他 １，０３８ ９６．５ ４５６ １３３．１ 

合   計 ２０，２４６ １０４．９ １２，６２４ １０９．０ 

 


